
PPPoE / IPv4 から
IPoE / IPv4 over IPv6へ
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遅いと感じている場合はスピードテストしてみましょう！



利用者宅
ISP

NTT東日本

今までは回線を『電話』みたいに（ポイント・トゥ・ポイントで）
扱っていました

CPE
宅内装置

PPPoE対応
ルーター

NTE
各ISPごとの
網終端装置

インターネット

各都道府県
POI

トンネリング

NTEごとに1Gbps

NTEごとに最大10000セッション
簡単に増設できない

収容
ルーター

中継
ルーター

各ISPごとのNTEが簡単に増設できなくてボトルネックになりがちです。
在宅勤務などで、以前より待たされたりスピードが遅くなったりしがちです。（数Mbps~数十Mbps）
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これからはIPoE/IPv6で接続をしませんか？

利用者宅
VNE事業者

NTT東日本

CPE
宅内装置

IPoE/IPv6対応
ルーター

インターネット

東京
POI
拡大中

今までは東京POIのみでしたが拡大中

10Gbpsまたは100Gbps
複数のVNE事業者で共用
増速は利用ポート追加だけ

収容
ルーター

GW
ルーター

IPoE/IPv6対応のルータを無料提供していて、IPoEネィテブかつIPv4 over IPv6で接続してくれるIPS/VNE事業
者を選択します。

中継
ルーター



インターネットの進化
1969年、ARPANET（国防高等研究計画局）はコンピュータを相互に接続する実験としてスタートしました。

1980年、ARPANETはTCP/IPを標準（しかもオープンアーキテクチャ）として採用しました。

1983年、DNSに関するRFCが始まりました。

1984年、DARPAの資金援助で開発したBINDがBSD UNIXでリリースされます。

1985年、NSF（アメリカ科学財団）はDARPAの支援で5大学のコンピュータセンターを相互につなぐNSFNETを構築しました。

1993年、NSFNETバックボーンを商用ユーザに公開することになりました。

2000年、DSL接続でPPPoEで接続するISPが登場します。

2012年、IPoEで接続するISPが登場します。


